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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 2月 8日 (2005.2.8)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 表 面 に 埋 込 み 配 線 を 形 成 し た 基 板 の 該 配 線 の 露 出 表 面 に 光 電 気 化 学 反 応 性 を 有 す る 金 属
酸 化 薄 膜 を 形 成 し 、 基 板 の 表 面 に め っ き 液 を 接 触 さ せ つ つ 、 該 基 板 の 表 面 に 向 け て 光 を 照
射 す る こ と を 特 徴 と す る め っ き 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 金 属 酸 化 薄 膜 は 、 配 線 の 露 出 表 面 を 強 制 的 に 酸 化 さ せ る こ と に よ っ て 得 ら れ る 酸 化
膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の め っ き 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 配 線 は 銅 、 前 記 金 属 酸 化 薄 膜 は 結 晶 性 酸 化 銅 膜 で 、 波 長 が ５ ６ ０ ｎ ｍ
以 下 の 光 を 基 板 の 表 面 に 向 け て 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の め っ き 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 配 線 ま た は 銀 合 金 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の め っ き 方
法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 基 板 の 表 面 に め っ き 液 を 接 触 さ せ つ つ 、 該 基 板 の 表 面 に 向 け て 光 を 照 射 し て 、 Ｃ ｏ 、 Ｃ
ｏ 合 金 、 Ｎ ｉ ま た は Ｎ ｉ 合 金 膜 を 無 電 解 め っ き で 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至
４ の い ず れ か に 記 載 の め っ き 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 表 面 に 埋 込 み 配 線 を 形 成 し 該 配 線 の 露 出 表 面 に 光 電 気 化 学 反 応 性 を 有 す る 金 属 酸 化 薄 膜
を 形 成 し た 基 板 を 保 持 す る 基 板 ホ ル ダ と 、
　 前 記 基 板 ホ ル ダ で 保 持 し た 基 板 の 表 面 に め っ き 液 を 接 触 さ せ る 手 段 と 、
　 前 記 基 板 ホ ル ダ で 保 持 し め っ き 液 を 接 触 さ せ た 基 板 の 表 面 に 向 け て 、 前 記 金 属 酸 化 薄 膜

ま た は 銅 合 金

は 、 銀



の バ ン ド ギ ャ ッ プ に 対 応 す る 波 長 以 下 の 波 長 の 光 を 照 射 す る 光 源 と を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る め っ き 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 金 属 酸 化 薄 膜 は 結 晶 性 酸 化 銅 膜 で 、 前 記 光 源 は ５ ６ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 の 光 を 照 射 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の め っ き 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 基 板 の 表 面 に 形 成 し た 埋 込 み 配 線 の 露 出 表 面 に 金 属 酸 化 薄 膜 を 形 成 す る 酸 化 薄 膜 形 成 装
置 と 、
　 前 記 基 板 の 表 面 に め っ き 液 を 接 触 さ せ つ つ 、 該 表 面 に 向 け て 光 を 照 射 す る め っ き 装 置 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 め っ き 後 の 基 板 の め っ き 面 を 後 洗 浄 す る 後 洗 浄 装 置 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８
記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 配 線 は 銅 、 金 属 酸 化 薄 膜 は 結 晶 性 酸 化 銅 膜
で 、 波 長 が ５ ６ ０ ｎ ｍ 以 下 の 光 を 基 板 の 表 面 に 向 け て 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
記 載 の め っ き 方 法 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 配 線 は ま た は 銀 合 金 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ま た は ２ 記 載 の め っ き 方 法 で あ る 。
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 基 板 の 表 面 に め っ き 液 を 接 触 さ せ つ つ 、 該 基 板 の 表 面 に 向 け
て 光 を 照 射 し て 、 Ｃ ｏ 、 Ｃ ｏ 合 金 、 Ｎ ｉ ま た は Ｎ ｉ 合 金 膜 を 無 電 解 め っ き で 形 成 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の め っ き 方 法 で あ る 。
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